
［成 果 情 報 名］ ビフィズス増殖に効果的なミルクオリゴ糖成分の製造方法  
［要 約］ ヒトミルクオリゴ糖中のビフィズス因子と推定されるラクト N ビオー

スⅠ(LNB)の調製方法として、スクロースと GlcNAc（Ｎ－アセチルグルコサミン）を

原料とする方法を試みたところ、660 mM スクロース、600 mM GlcNAc から 520 mM（200 

g/L）の LNB が生成した。  
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［背景・ねらい］                             

人乳中に含まれるヒトミルクオリゴ糖は、母乳栄養乳児の腸管内に速やかにビフィ

ズス菌寡占状態の菌叢を形成させることが古くから知られている。しかしながら、そ

のメカニズムについては長年明らかにされていなかった。今回ビフィズス菌のもつ新

規なガラクトース代謝経路の解析からミルクオリゴ糖に含まれるラクト N ビオースⅠ

(LNB)構造により増殖が誘導される仮説を発表した。さらに、LNB の酵素的大量調製

法を検討することにより食品産業への応用を図ることを目的とした。  
 

［成果の内容・特徴］ 

１．ラクト N ビオースホスホリラーゼを中心とする新規なガラクトース代謝系をビフ

ィズス菌ゲノム中に見いだした。その特異性からヒトミルクオリゴ糖（図１）中

に含まれる LNB 構造がビフィズス因子として作用することを骨子とした仮説を発

表した（図２）。  
 

２．ビフィズス菌由来の酵素を用い、安価な原料を用いて LNB を製造する方法を二種

類考案した。両者のうち四種類の酵素を用いて砂糖と N アセチルグルコサミンを

原料として LNB を調製する方法が実用的であった（図３）。  
 

３．反応液を酵母で処理して LNB と GlcNAc 以外の糖を除去した後晶析操作を行うこ

とにより LNB を単離することに成功した。この結果によりスケールアップ可能な

生産方法を確立した（図４）。  
 

［成果の活用面・留意点］ 

１．本研究で調製された LNB は、従来の市販オリゴ糖と比較してより強いビフィズス

菌増殖活性を持つことが期待される。 

２．本成果を活用するにあたり、原料の選定あるいは酵素の製造方法の開発などによ

る、さらなるコストダウンを検討する必要がある。 

３．LNB製造バイオリアクターの構築が今後の課題である。  

 



［具体的データ］ 

図３ スクロースとGlcNAcを原料とした

ラクトNビオースⅠの調製方法 

赤字，原料：青字，生成物：枠内，触媒

網掛け・反応中リサイクルされる化合物

図４ ラクトNビオースⅠの大量調製

反応液を酵母処理後濃縮することに

よりラクトNビオースⅠの結晶を単離

する  

図１ ヒトミルクオリゴ糖の構造 

図２ ビフィズス菌増殖に関す

るラクトNビオース仮説 

ミルクオリゴ糖に含まれるラク

トNビオースⅠ構造が分泌酵素

により切り出された後に特異的

トランスポーターにより菌体内

に移行し、ビフィズス菌の栄養

源として用いられる。  
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